
令和 7年度 学校評価報告書 【大洲市立三善小学校】 

教育目標 『明るく 元気に さわやかに！ ～地域とともに～』 

経
営
の
重
点 

○ 他人を思いやる心、感謝する気持ちを大切にし、チャレンジする心、豊かな人間性を育む教育の
推進 

○ 小規模校の特性を生かした、一人一人の個性や創造性を伸ばす教育課程の実施 
○ 教職員の資質・能力の向上と、児童の基礎・基本の確実な定着および確かな学力の向上、郷土を
愛する心と世界に通用する人材の育成 

○ 児童と教職員の温かい人間関係構築と、明るく主体的に活動する児童の育成 
○ 学校・家庭・地域が一体となり、三善地区の伝統と良さを生かしつつ、社会の新たなニーズに柔
軟に対応できる学校づくり 

  〔評定  Ａ：順調  Ｂ：概ね順調  Ｃ：あまり順調でない  Ｄ：順調でない〕 

区分 具体的項目 取組・評価結果 ○成果 ●改善 評価委員の意見 
評
定 

教
育
課
程
・
学
習
指
導 

○基礎学力の定着
のための個に応
じた指導と支援 

 
 
 
 
 
 
 

○複式学級に適した授
業改善 
（算数科の授業公開
を実施し研修する。） 

○ＩＣＴ機器（タブレ
ット端末）の積極的
な活用 

○補充学習「ハルニレ
教室」の実施 

○基礎的な問題を出題
した月末テストの実
施 

○学習リーダーを中心に学習
を進める意識が持てるよう
になり、間接指導時にも自
分でできることを考えて取
り組む姿勢が見られた。 
○ＩＣＴの活用と多様な指導
体制により学びの幅が拡大
した。 
○月末テストに向けて、目的
意識を持って取り組む児童
が増えた。 
●基礎学力の定着と個別指導
が必要である。 
●ＩＣＴの効果的な取り入れ
方については、さらに研修
が必要である。 

・学校、先生方が
頑張ってくれ
ていることと
思う。 
・読書離れが進
んでいると聞
いている。朝
学習の週一回
ずつある読書
の時間と、外
部講師の読み
聞かせを継続
していく。 
・児童の方から
図書室での貸
し出し冊数の
増冊の要望出
ているとのこ
となので、検
討をしてほし
い。 

Ａ 

○学習習慣の定着
と意欲化を図る
学習環境の整備 

○「読書ノート」による
読書活動の充実 

○地域のボランティア
による 
「読み聞かせ」の実
施 

○国語科と連携して読書活動
を推進した。 
○家庭学習として定期的に取
り組ませている。 
●児童の読書活動への取り組
みが二極化しており、活発
でない児童の参加を促すた
めの手立てを講じる。 

児童の肯定的評価（95％） 保護者の肯定的評価（89％） 教職員の肯定的評価（100％） 

生
徒
指
導 

○いじめ・不登校の
防止対策 

 
 
 
 

○月１回の「ふれあい
アンケート」の実施
によるいじめ等の予
防と早期発見・対応 

○全教員による教育相
談「あのねタイム」の
実施による児童の悩
みの把握と早期対応 

○「大洲市のきまり」や
「夏休み・冬休みの
くらし」を活用した
生活指導の徹底 

○毎月のアンケートと教育相
談により、きめ細かな情報
収集と早期対応ができた。 
○日常的なコミュニケーショ
ンを図る中で、いじめに繋
がる言動は常に意識させて
おり、未然防止に努めてい
る。 
●市や校内の規定に関する把
握の徹底をする。 

・先生方が児童
と一心同体に
なって日々を
送っている。
地域のものも
大きな安心感
がある。 
・大きな声を出
す機会がある
といい。 
・あいさつ標語
は、自治会が
懸垂幕と看板
を作成し、コ
ミュニティセ
ンターと学校
に設置した。
地域もバック
アップしてい
る。 

Ａ 

○保護者・地域の 
 教育力を生かし 
 た健全育成 

○ＰＴＡ役員会におけ
る「はぐくみ委員会」
の開催 

○コミュニティセンタ
ーへのあいさつ標語
の応募 

○はぐくみ委員会を実施した
ことで、保護者と情報を共
有し、学校でも情報として
共通認識が持てた。 
○あいさつ標語は、地区への
所属感を高めていると思
う。 

児童の肯定的評価（99％） 保護者の肯定的評価（100％） 教職員の肯定的評価（100％） 



 

健
康
・
安
全
管
理 

○基本的な生活習
慣の育成 

 
 

○健康観察の確実な実
施と、児童の健康状
態の把握 

○フッ素洗口の実施と
歯磨き指導の工夫 

○健康教育参観日の実
施 

○中学校区合同保健委
員会による防災教育
の推進 

○避難訓練と引き渡し
訓練の実施 

○衛生習慣・安全意識が浸透
し主体的な行動ができた。 
○生活実態の把握と家庭への
情報発信を行った。 
○地震、火事、水害の避難訓
練に加え、原子力防災訓練
や外部講師による講話など
を実施し、多様な災害に対
する意識付けをした。 
●日常の場面で、保健指導に
繋げる機会を増やす必要が
ある。 

・緊急時に臨機
応変に対応で
きているとい
うことは、と
てもありがた
い。 
・先生が言われ
たことが児童
に行き渡って
いる。行動に
統一感が出
る。素晴らし
い。 
・今後も継続し
て、訓練を重
ねていってほ
しい。 

Ａ 

○児童・教職員・保
護者・地域の安全
に関する意識の
高揚 

○毎月10日に行う安
全点検と教職員によ
る修繕と業者への修
繕連絡 

○来校者に対する積極
的な声掛け 

○大洲市危機管理課と
連携した避難所の設
置 

○安全点検の徹底と事故の未
然防止に努めた。 
○管理職を中心に環境整備を
行い、修繕等、相談しやす
い体制できている。 
○来校者には気持ちの良い挨
拶をし、知らない方には所
属と氏名を伺っている 
●日頃から計画的な環境整備
が必要である。 

児童の肯定的評価（90％） 保護者の肯定的評価 (96％） 教職員の肯定的評価（100％） 

保
護
者
・
地
域
と
の
連
携 

○保護者・地域の諸
団体と連携した
児童の健全育成 

○地域の教材や人材を
生かした体験活動等
の充実 

○ＰＴＡが運営する
「みよし体験塾」の
実施 

○保護者や地域による
登校の見守り活動 

 

○地域の方との関わりが児童
に見える形で実現できた。
地域の方に協力していただ
く活動を計画・実施するこ
とができ、児童にとって大
変良い機会となった。 
○保護者、地域が協力して子
供の健全育成を図った。 
●中学年で行ったような地域
の方々へ感謝の気持ちを伝
えるための活動を、他の学
年でも計画し実施したい。 

・児童と地域と
の交流でき、
良い機会だっ
た。子供たち
は最後までよ
く動いてい
た。小さな学
校だから、集
大成はどうか
なと思ってい
たが、「生」の
子供たちと触
れ合えてよか
った。 
・HPは、地域の
ものはあまり
見ないので紙
媒体でよい。
無理しない範
囲で。 

Ａ 

○各種通信、ホーム
ページ等を通し
た情報の発信 

○学級通信や校報等で
の定期的な情報発信 

○ホームページ更新に
よる児童の様子の紹
介 

○児童の地域行事への
参加の呼び掛け 

○通信や学校だより、ホーム
ページを活用して学級の様
子を保護者等へ発信し、情
報公開をした。 
●ホームページの更新ができ
なかった。学級通信等も活
用して情報発信をしていき
たい。 

児童の肯定的評価（95％）保護者の肯定的評価（79％）教職員の肯定的評価（92％） 

そ
の
他 

○ゆとりと信頼感
のある温かい職
場づくり 

○勤務時間を意識する
ことで、ワークライ
フバランスの充実を
図る。 

○職員間で公私の区別なく何
でも話せる雰囲気がある。 
○職員の笑顔や笑い声が、子
どもたちにも良い影響を与
えている。 
●計画的に仕事を進めるため
に事前の準備や情報収集、
綿密な計画立案が効率的に
仕事へ繋がっていく。 

・先生方にはよ 
くやっても
らっている。 

・学校を残した
いが、ＰＴＡ
とも考えを
共有したい。 

Ａ 

教職員の肯定的評価（100％） 

総
括 

教育活動を通じて、児童の主体的・自律的な面では確かな成長が見られた。学校・家庭・地域が一
つになって子供を育てる土壌が整っており、職員間の良好な関係も大きな強みである。今後は、個々
の学力アップや読書離れへの対策、効率的な仕事の進め方を職員間で検討し、教育環境の充実とワー
クライフバランスを考えた働き方を推進していきたい。 

 


